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「
２
０
２
１
ア
ル
ペ
ン
記
録
会
」

（
宮
城
県
ス
キ
ー
連
盟
主
催
）は
１

月
９
、10
の
両
日
、オ
ニ
コ
ウ
ベ
ス

キ
ー
場（
大
崎
市
）で
開
か
れ
、石

越
中
３
年
の
及
川
菜
々
子
さ
ん
が

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
２

位
、ス
ラ
ロ
ー
ム
３
位
で
全
国
大

会
出
場
を
決
め
た
。両
競
技
は
、雪

山
の
傾
斜
に
設
置
さ
れ
た
旗
門
を

ス
キ
ー
で
通
過
し
な
が
ら
滑
り
降

り
る
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
。

　

ス
キ
ー
と
の
出
会
い
は
３
歳
の

と
き
。父
方
の
親
戚
に
ス
キ
ー
上

級
者
が
多
く
、冬
は
親
族
で
集
ま

り
、ゲ
レ
ン
デ
に
行
く
と
い
う
の

が
定
番
だ
っ
た
。小
学
５
年
の
冬
、

一
関
市
の
ス
ポ
少
で
コ
ー
チ
を
し

て
い
た
伯
父
に
誘
わ
れ
、本
格
的

に
ス
キ
ー
を
始
め
た
。

　

大
会
に
参
加
し
入
賞
す
る
こ
と

は
あ
っ
た
が
、他
選
手
の
失
格
な

ど
運
に
よ
る
も
の
が
多
く
、素
直

に
喜
べ
な
い
ま
ま
、中
学
３
年
の

春
を
迎
え
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
学
校
が
休
校
に
な

り
、外
出
の
機
会
が
減
っ
た
中
、

「
今
、で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」と

前
向
き
に
捉
え
、筋
ト
レ
を
集
中

的
に
実
践
。ト
ッ
プ
選
手
の
動
画

を
見
て
、滑
り
方
も
勉
強
し
た
。

止
が
決
定
。「
今
年
度
は
ほ
か
の
ス

ポ
ー
ツ
も
中
総
体
が
中
止
だ
っ

た
。全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
県

で
競
え
た
だ
け
で
も
幸
せ
」と
気

持
ち
を
切
り
替
え
た
。

　

高
校
進
学
後
も
競
技
を
続
け
る

と
い
う
及
川
。「
装
備
を
買
い
そ
ろ

え
、練
習
の
送
迎
ま
で
し
て
く
れ

る
両
親
に
は
感
謝
し
か
な
い
。結

果
を
出
し
て
両
親
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
」と

話
す
。日
々
の
積
み
重
ね
が
結
果

に
つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
で
き
た

年
と
な
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
唯
一
よ

か
っ
た
こ
と
」と
及
川
は
笑
っ
た
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
。１

回
目
を
滑
り
終
え
全
体
の
４
位
。

「
私
な
ら
も
っ
と
滑
れ
る
は
ず
」と

２
回
目
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

つ
。ミ
ス
な
く
滑
り
き
り
、合
計
タ

イ
ム
で
２
位
に
浮
上
し
た
。２
日

目
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
。１
回
目
を
軽

快
に
滑
り
、１
位
に
０
・
32
秒
差

の
２
位
に
つ
け
た
。２
回
目
、優
勝

の
可
能
性
が
見
え
、少
し
慎
重
に

な
っ
た
が
、終
わ
っ
て
み
る
と
３

位
。見
事
実
力
で
全
国
行
き
を
勝

ち
取
っ
た
。

　

数
日
後
、全
国
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
の
拡
大
に
よ
り
全
国
大
会
の
中

　

11
月
後
半
、シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
っ
た
。筋
肉
が
つ
い
た
こ
と
で

イ
メ
ー
ジ
通
り
の
滑
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。12
月
、中
止

だ
っ
た
は
ず
の
記
録
会
開
催
の
吉

報
に「
実
力
で
全
国
大
会
出
場
」を

目
標
に
必
死
で
練
習
に
励
ん
だ
。

　

迎
え
た
記
録
会
。今
ま
で
は
会

場
の
雰
囲
気
に
飲
ま
れ
弱
気
に

な
っ
て
い
た
が
、今
日
ま
で
の
努

力
が
自
信
に
変
わ
っ
て
い
た
。「
余

裕
。絶
対
滑
っ
て
や
る
」。両
競
技

共
に
２
回
の
合
計
タ
イ
ム
で
順
位

が
つ
け
ら
れ
、４
位
ま
で
が
全
国

大
会
に
出
場
で
き
る
。１
日
目
は

変わる
防災行政無線

問▶
　　☎
▶

☎
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　防災行政無線がエフエムの電波を活
用した方式に変わることになり、現在、
準備を進めています。運用開始は切り
替え作業が終了した町域からとなりま
すが、はっとエフエムでは、４月１日か
ら防災行政無線に対応した内容で放送
を開始する予定です。
　防災行政無線は屋外で流れるため、
ラジオとは違った話し方が求められま
す。反響して聞こえづらくならないよ
うに、しっかり言葉を区切り、ゆっくり
話すことを意識して、「伝えたい」が伝
わる防災行政無線にしていきたいで
す。また、防災行政無線の放送中も違和

感なくラジオを聞いてもらえる工夫も
必要だと考えています。
　ラジオが防災行政無線で流れるとい
うことは、防災行政無線がラジオで流
れるということです。今まで防災行政
無線が流れたら、「テレビを消して、窓
を開けて」とやっていたのが、これから
はラジオをつけることで解消されま
す。各世帯に貸与されている緊急告知
ラジオをぜひ活用してほしいです。
　いざという時すぐに緊急情報を聞い
てもらえるよう、私たちも「普段から耳
にするラジオ」になれるよう取り組ん
でいきます。

「伝えたい」が伝わる防災行政無線にInterview

本
市
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
防
災
行
政
無
線
は
、電
波
法
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、２
０
２
２

年
12
月
以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
方
式
を
使
用
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の
移
行
な
ど
、そ
れ
に

代
わ
る
新
た
な
設
備
を
整
備
し
て
お
り
、市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
の
電
波
を
活

用
し
整
備
し
て
い
ま
す
。

登米コミュニティエフエム
企画制作部チーフディレクター

佐藤 万
ま

里
り

子
こ

さん

防
災
行
政
無
線
を
Ｆ
Ｍ
化

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、試
験
放
送

な
ど
で
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。特
に
、

４
月
以
降
に
実
施
す
る
各
町
域
ご

と
の
切
り
替
え
作
業
中
は
、２
日

程
度
、屋
外
向
け
の
行
政
情
報
は

放
送
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
理
解

　

今
後
は
、災
害
な
ど
の
緊
急
情

報
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
ど
お

り
総
務
部
総
務
課
ま
た
は
は
っ
と

エ
フ
エ
ム
か
ら
放
送
し
、行
政
情

報
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、健
診
の

お
知
ら
せ
な
ど
各
町
域
ご
と
の
情

報
は
、ま
ち
づ
く
り
推
進
部
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
で
情
報
を
集
約

し
、市
内
で
放
送
時
刻
を
統
一
し

て
、は
っ
と
エ
フ
エ
ム
か
ら
放
送

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

時
報（
チ
ャ
イ
ム
）の
時
刻
、回

数
や
メ
ロ
デ
ィ
ー（
曲
目
）も
エ
フ

エ
ム
化
に
伴
っ
て
市
内
で
統
一
し

ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
エ
フ
エ
ム
化

を
お
願
い
し
ま
す
。そ
の
間
は
、

は
っ
と
エ
フ
エ
ム
で
放
送
す
る
行

政
情
報
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、切
り
替
え
作
業
中
に
緊

急
情
報
を
放
送
す
る
場
合
は
、現

在
の
防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
て

放
送
し
ま
す
。

災
体
制
の
見
直
し
な
ど
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。特
に
、緊
急
情
報
な

ど
の
情
報
伝
達
手
段
を
整
備
し
、

確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
を

伝
達
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、緊
急
情
報
な
ど
を
確

実
に
周
知
し
、市
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、屋
外

へ
の
放
送
を
継
続
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、ア
ナ
ロ
グ
方
式
に

代
わ
る
情
報
伝
達
手
段
を
検
討
。

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
も
と

に
、登
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ

ム（
通
称
・
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
）を

新
た
な
情
報
伝
達
手
段
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
、こ
れ
ま
で
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
中
継
局
の

整
備
や
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
市
内

全
世
帯
へ
の
貸
与
、デ
ジ
タ
ル
方

式
へ
切
り
替
え
た
場
合
と
は
っ
と

エ
フ
エ
ム
の
電
波
を
活
用
し
た
場

合
の
事
業
費
な
ど
を
比
較
し
検
討

　

防
災
行
政
無
線
は
、災
害
時
に

お
け
る
緊
急
情
報
の
ほ
か
、行
政

情
報
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
、市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。現
在
、市
で
使
用

し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
は
ア
ナ

ロ
グ
方
式
で
、合
併
前
の
九
つ
の

町
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で

す
。

　

05
年
、国
の
電
波
法
関
係
法
令

が
改
正
さ
れ
、ア
ナ
ロ
グ
方
式
の

防
災
行
政
無
線
設
備
は
、22
年
12

月
１
日
以
降
、使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

近
年
、全
国
的
に
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
、そ
の
教
訓
か
ら
、防

を
重
ね
、は
っ
と
エ
フ
エ
ム
の
電

波
を
活
用
し
た
方
式
で
整
備
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

市
は
、20
年
度
か
ら
防
災
行
政

無
線
の
エ
フ
エ
ム
化
に
向
け
た
整

備
を
開
始
。１
月
か
ら
は
現
在
の

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
放
送
設
備

を
更
新
し
、は
っ
と
エ
フ
エ
ム
の

電
波
が
受
信
で
き
る
設
備
へ
の
切

り
替
え
作
業
を
各
町
ご
と
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
３
９
５
局
の
防
災

行
政
無
線
を
、当
初
21
年
４
月
か

ら
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
を
活
用
し
た

方
式
に
切
り
替
え
る
予
定
で
し
た

が
、作
業
に
遅
れ
が
生
じ
た
た
め
、

４
月
以
降
、切
り
替
え
作
業
が
終

了
し
た
町
域
か
ら
順
次
、運
用
を

開
始
し
ま
す
。作
業
の
終
了
は
５

月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
防
災
行
政
無
線
は
、緊

急
情
報
や
行
政
情
報
な
ど
市
内
全

域
へ
の
放
送
の
場
合
は
総
務
部
総

務
課
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
健
診

の
お
知
ら
せ
な
ど
各
町
域
ご
と
の

情
報
に
つ
い
て
は
、各
総
合
支
所

市
民
課
の
担
当
者
が
放
送
し
て
い

ま
す
。

４月 ５月
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■
　市内に住民登録がある16 歳以上の人が対象です。
■
　ワクチンは２回接種し、２回とも無料です。
■
　ワクチン接種は国が示す接種順位により実施され、
次の順番で接種が受けられる予定です。
❶医療従事者
❷高齢者（令和３年度中に65 歳以上に達する、昭和32
年４月１日以前に生まれた人）
❸高齢者以外で基礎疾患を有する人、高齢者施設など

で従事している人
❹それ以外の人
■
　接種を受けるには接種券が必要です。
　高齢者のワクチン接種券は３月下旬、それ以外の人
のワクチン接種券は４月中に発送を予定しています。
　ワクチン接種券は２回目の接種が終わるまで大切に
保管してください。
■
　国からワクチンが供給される時期や供給量によって
スケジュールを決定し、改めてお知らせします。

問 ☎

▶

☎

☎

▶

確
実
に
情
報
を
得
る

　

市
は
、18
年
度
に「
緊
急
告
知
ラ

ジ
オ
」を
市
内
全
世
帯
を
対
象
に

貸
与
。20
年
度
に
は
、希
望
す
る
市

内
の
法
人
登
録
事
業
所
に
対
し
て

の
貸
与
も
開
始
し
ま
し
た
。

　

緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
は
災
害
時
に

緊
急
情
報
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

は
っ
と
エ
フ
エ
ム
を
聴
く
こ
と
が

で
き
る
ラ
ジ
オ
で
す
。災
害
時
な

ど
の
緊
急
時
に
は
、自
動
的
に
ラ

ジ
オ
が
起
動
し
て
情
報
が
流
れ
ま

す
。自
動
起
動
さ
せ
る
に
は
、通
常

時
か
ら
電
池
を
入
れ
、コ
ン
セ
ン

ト
を
挿
し
た
状
態
で
電
源
を
切

り
、待
機
状
態
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。な
お
、ラ
ジ
オ
放
送
や
定

時
放
送
は
音
量
調
節
で
き
ま
す

が
、緊
急
情
報
は
最
大
音
量
で
放

送
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、屋
外
向
け

の
放
送
設
備
で
あ
る
た
め
、気
温

や
湿
度
、風
向
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
受
け
、「
雨
や
風
な
ど
に

よ
り
音
が
か
き
消
さ
れ
て
聞
こ
え

に
く
く
な
る
」、「
家
の
中
に
い
る

と
聞
き
取
り
づ
ら
い
」と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
た
び
の
防
災
行

政
無
線
の
エ
フ
エ
ム
化
に
よ
り
、

屋
外
で
放
送
さ
れ
る
内
容
と
同
じ

内
容
が
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
か
ら
放

送
さ
れ
る
た
め
、常
に
ラ
ジ
オ
を

聴
け
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

で
、屋
外
で
も
屋
内
で
も
し
っ
か

り
と
緊
急
情
報
な
ど
の
情
報
を
聴

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
に
よ
り
屋

外
放
送
の
聞
き
逃
し
を
減
ら
せ
る

こ
と
は
、エ
フ
エ
ム
化
の
利
点
で

す
。緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
、各
総
合
支
所
市

民
課
ま
た
は
総
務
部
総
務
課
で
貸

与
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、災
害
発
生
時
に
防
災
行
政
無
線
以
外
に
も
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
、メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
活
用
し
て
緊
急
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

緊
急
情
報
は
積
極
的
に
収
集
し
、自
分
や
家
族
な
ど
大
切
な
命
を
守
る
行
動
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
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生徒・学生応援のとめ三昧便は好評につき、申込期限を３月12
日まで延長して対応。３月末までに発送を完了する予定です。

　ユネスコ無形文化遺産の「米川の水かぶり」は２月３
日、東和町米川地内で開かれ、わら装束をまとった男衆
８人が、家の前に準備された木桶の水を家々の屋根に
掛けながら、火伏せを願いました。
　今年は新型コロナウイルス感染拡大予防のため、見
学者にはマスクの着用と検温、手指消毒などを徹底し、
伝統行事である火伏せの神事のみを実施。水かぶり保
存会の菅原淳

じゅん

一
い ち

会長は「戦時中も続けてきた神事。新
型コロナで途切れさせる訳にはいかないと、どんなか
たちでやれるか地域で話し合いを重ねてきた。皆さん
の協力で無事開催できてよかった」と話していました。

雪が舞い散る中での開催となった水かぶり。男衆は寒さをもの
ともせず、地域の防火を祈りました。

看板には、イナイリュウの化石発見の経緯や学術的価値などが
記載されています。

　「『イナイリュウの化石』発見地看板除幕式」は２月20
日、津山町柳津地内で開かれ、化石発見者の鈴木喜

き

三
さぶ

郎
ろ う

氏の孫、鈴木孝
こう

也
や

氏など関係者約20人が参列しました。
　イナイリュウの化石が発見されてから82年が経過。
地域の歴史を後世に伝えるため、軽易な看板のみだっ
た化石発見地に、津山地域振興会が新たな説明看板を
設置しました。堀田耕

こう

平
へ い

会長は「化石発見の地を多くの
人に知ってもらい、訪れてもらいたいという思いを込
め看板を設置しました。今回設置した看板や昨年製作
した想像模型なども活用して、地域の活性化につなげ
ていきたい」と地域づくりへの思いを語りました。

　「とめ産米セットで生活応援～とめ三昧便～出発式」
は２月15日、迫庁舎玄関で開かれ、市の物産品１万円相
当の詰め合わせ第１便が市外に住む登米市出身の学生
たちに向けて発送されました。
　とめ三昧便は、新型コロナウイルス感染症の影響で
アルバイト収入が減り、帰省も困難な市出身の生徒・学
生と就学援助を受けている世帯の生活を支援する事
業。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は「帰省できない学生の皆さんに市内
の生産者が作り上げた食材の詰まったとめ三昧便で、
古里を思い出していただきたい」とあいさつし、第１便
を佐沼郵便局藤田欣

きん

也
や

局長へ手渡しました。

　５月17日から放送が始まるNHKの連続テレビ小説
「おかえりモネ」の公式番組ロゴステッカーを公用車に
張り付けました。
　おかえりモネは、登米市を舞台のひとつに、俳優の清
原果

か

耶
や

さんが演じるヒロイン「永浦百
もも

音
ね

」が、天気に向
き合う気象予報という仕事を通じて、人々に幸せな未
来を届けていく希望の物語です。公式番組ロゴステッ
カーは、ドラマの放送開始に向けて地域が一体となり、
機運を高めていくことを目的に製作。市公用車132台の
両側面に1枚ずつ、計264枚のステッカーを張り付けま
した。

今後は、のぼりやポスターなども製作し、５月に控えた放送開始
に向けて、市内を「おかえりモネ」一色に染めていきます。

　「臨床研修病院指定証交付式」は２月10日、登米市民
病院地域医療連携センターで行われ、初期研修医の基
幹型臨床研修病院として、宮城県知事から登米市民病
院が指定証を交付されました。
　医師法では、診療に従事しようとする医師の２年以
上の臨床研修を義務化。市民病院は、若い医師確保の仕
組みづくりとして、臨床研修病院指定に向けて取り組
んできました。松本宏

ひろし

院長は「市民病院は地域医療の
中核を担う病院。包括的に患者を診る総合診療の第一
歩を踏み出す医師が、濃厚な研修をできるよう頑張り
たい」と決意を新たにしました。

市民病院は、令和４年度から初期研修医の受け入れを予定。個人
ごとに柔軟な教育ができるよう、指導体制の充実に努めます。

講師への質問を交えた対話式の講義により、共生社会実現に向
けて、自分が明日からできることを考える機会になりました。

　市共生社会ホストタウン事業「あすチャレ！ジュニ
アアカデミー」は２月24日、横山小学校で開かれ、５、６
年の児童15人が元バンクーバーパラリンピックアイス
ホッケー銀メダリスト馬島誠

まこと

氏から講義を受けました。
　共生社会ホストタウン事業は、パラアスリートの生
の声を聞くことで障がいへの理解を深め、児童が障が
いを自分事として考える機会とするのが目的。佐々木
海
かい

音
と

君は「障がいのある人が困っている時は、どうすれ
ば助けになれるのか考え、何かできないか積極的に声
を掛けられるようになりたい」と障がいがある人と共
に生きる社会の実現について理解を深めました。
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■会計別予算額

以
上
を
占
め
る
普
通
交
付
税
は
、令
和
２

年
度
ま
で
は
、市
と
し
て
の
算
定
に
加
え
、

旧
町
ご
と
の
算
定
を
元
に
特
例
加
算
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、令
和
３
年
度
か
ら
は
市

と
し
て
の
一
本
算
定
と
な
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、子
ど
も
や
お
年
寄
り
、障
が
い

者
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ

る
民
生
費
が
１
３
０
億
４
１
８
２
万
円
と

最
も
多
く
、次
い
で
市
民
を
守
る
消
防
・
救

急
な
ど
の
消
防
費
、市
の
管
理
業
務
で
あ

る
総
務
費
、議
会
運
営
関
連
経
費
で
あ
る

議
会
費
を
合
わ
せ
る
と
70
億
２
８
３
５
万

円
、大
規
模
な
事
業
の
実
施
に
充
て
た
借

入
金
返
済
の
公
債
費
が
53
億
３
６
５
０
万

円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、市
政
の
基
本
的
な
施
策
経
費

で
あ
る
一
般
会
計（
※
１
）の
ほ
か
、国
民

健
康
保
険
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計

（
※
２
）と
病
院
事
業
な
ど
４
つ
の
企
業
会

計（
※
３
）が
あ
り
ま
す
。会
計
ご
と
の
予

算
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
市
の
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
予
算

額
は
、４
２
５
億
５
１
４
４
万
円
で
、前
年

度
に
対
し
て
14
億
５
５
５
３
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付
金

が
１
９
０
億
３
４
１
５
万
円
、国
・
県
支
出

金
が
76
億
８
５
７
９
万
円
、こ
れ
ら
を
合

わ
せ
る
と
２
６
７
億
１
９
９
４
万
円
と
歳

入
合
計
の
約
60
％
を
占
め
て
お
り
、依
然

と
し
て
国
や
県
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。地
方
交
付
税
の
９
割

425億5144万円 53.3％
203億9353万円 25.5％

　国民健康保険特別会計 90億7258万円 11.4％
　後期高齢者医療特別会計 8億4421万円 1.1％
　介護保険特別会計 104億1773万円 13.0％
　土地取得特別会計 2952万円 0.0％
　宅地造成事業特別会計 2949万円 0.0％

169億2531万円 21.2％
　水道事業会計 35億8220万円 4.5％
　下水道事業会計 47億149万円 5.9％
　病院事業会計　 81億1455万円 10.1％
　老人保健施設事業会計 5億2707万円 0.7％

798億7028万円 100％

☎

１

２
４

５

３

■一般会計歳入予算

■一般会計歳出予算

新婚世帯の住居購
入や賃貸住宅の契
約、引っ越しにかか
る費用などを補助
し、新生活の経済
的負担を軽減して
支援します。

NHK の連続テレ
ビ小説「おかえりモ
ネ」の舞台になっ
たことを生かし、「う
まし、たくまし、登米
市」で表す本市の
魅力を発信します。

ワクチンの供給が
可能になった場合
に、速やかに住民
に接種できるよう
調整し、ワクチン接
種の実施や相談体
制を確保します。

リース契約によりＬ
ＥＤ化し、電力消費
量抑制や温室効果
ガス削減をすること
で、地球温暖化対
策への寄与と経費
削減につなげます。

本市を応援してい
ただく人たちからの
寄附金を財源とし、
寄附者の思いを反
映した事業を推進
します。
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❶賃金は、実働８時間を基準とします❷未整備田（開田など）、地形、地質、作業内容など、通常と異なる場合は双方協議の上、決めてくださ
い❸区画の考え方は、ほ場ではなく作業面積による区画です（例：１㌶区画内で20㌃だけ作業する場合は「30㌃未満」の区画料金を適用）
※料金表は各総合支所に準備しています。また、市公式ホームページにも掲載しています

農業委員会事務局（農政総務係） ☎0220（34）2317

小学生低学年の部／阿
部真梨那（南方小） 図画
小学生高学年の部／浅田
竜翔（米山東小） 図画中
学生の部／佐藤琥太郎
（豊里中） 習字小学生低
学年の部／佐々木楠乃
（佐沼小） 習字小学生高
学年の部／千葉真菜香
（佐沼小）

2211

4433

55

　

市
教
育
委
員
会
は「
第
３
回
登

米
市
子
ど
も『
本
の
ポ
ッ
プ
創
作

コ
ン
ク
ー
ル
』」を
開
催
。市
内
の

小
学
校
全
て
の
教
室
に
設
置
し
て

い
る「
上
杉
文
庫
」の
本
を
紹
介
す

る
ポ
ッ
プ
作
品
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、５
４
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。入
賞
者
は
、次
の
通
り
。

▼
菅
野
暖（
豊
里
小
）

▼
後
藤
み
な
み（
西
郷

小
）▼
石
井
紅
羽（
加
賀
野
小
）▼

佐
々
木
媛
菜（
加
賀
野
小
）

▼
千
葉
天
碧（
北
方
小
）

▼
後
藤
弘
大（
西
郷
小
）▼
高
橋
椿

（
西
郷
小
）▼
佐
藤
結
菜（
豊
里
小
）

▼
髙
橋
こ
の
ん（
米
岡
小
）

▼
工
藤
こ
と
み（
石
森
小
）

▼
伊
藤
吏
希（
加
賀
野
小
）▼
梅
本

匠
太（
米
岡

小
）▼
渡
邊

虹
愛（
上
沼

小
）▼
鈴
木

理
花（
佐
沼

小
）▼
佐
々

木
羚
士（
柳

津
小
）▼
阿
部
美
宥
宇（
中
津
山

小
）▼
及
川
美
月（
米
岡
小
）▼
後

藤
桜
來（
中
津
山
小
）▼
菅
野
大
翔

（
西
郷
小
）

※
作
品
は
３
月
31
日（
水
）ま
で
迫

図
書
館
に
展
示
し
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

迫
図
書
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

　

市
で
は「
第
62
回
水
道
週
間
作

品
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
。図
画
、

習
字
、標
語
、作
文
の
部
で
作
品
を

募
集
し
、市
内
の
小
中
学
生
、一
般

か
ら
３
３
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。各
部
門
か
ら
、優
秀
な
作
品

を
日
本
水
道
新
聞
社
主
催
の
水
道

週
間
協
賛
懸
賞
募
集
に
出
品
し
、

図
画
小
学
生
低
学
年
の
部
で
阿
部

真
梨
那
さ
ん（
南
方
小
）の
作
品
が

入
選
し
ま
し
た
。市
コ
ン
テ
ス
ト

の
受
賞
者
は
、次
の
通
り
。

◉

▼
阿
部
真
梨
那（
南
方
小
）

▼
佐
々
木
奏（
豊
里
小
）▼

佐
々
木
愛
菜（
佐
沼
小
）▼
佐
々
木

結
愛（
佐
沼
小
）

◉

▼
浅
田
竜
翔（
米
山
東
小
）

▼
菅
原
心（
米
山
東
小
）▼

千
葉
麻
緒（
豊
里
小
）▼
鈴
木
楓
雅

（
南
方
小
）

◉

▼
佐
藤
琥
太
郎（
豊
里
中
）

▼
千
葉
洵
奈（
東
和
中
）▼

佐
藤
陽
菜（
東
和
中
）▼
伊
藤
寧
音

（
豊
里
中
）

◉

▼
佐
々
木
楠
乃（
佐
沼
小
）

▼
佐
々
木
優
羽（
登
米
小
）

▼
村
上
結
夏（
佐
沼
小
）▼
千
葉
虹

和（
南
方
小
）

◉

▼
千
葉
真
菜
香（
佐
沼
小
）

▼
千
葉
彩
香（
佐
沼
小
）▼

佐
々
木
稜
仁（
佐
沼
小
）▼
千
葉
愛

美
璃（
米
谷
小
）

◉

▼
石
川
千
晴（
中
津
山
小
）

／
お
い
し
い
水　

飲
め
る
嬉
し
さ

永
遠
に

▼
千
葉
優
愛（
米
谷
小
）▼

鈴
木
翔
和（
中
津
山
小
）▼
千
葉
早

苗（
デ
ク
セ
リ
ア
ル
ズ
な
か
だ
事

業
所
）

◉

▼
清
野
凛（
加
賀
野
小
）／

わ
た
し
の
町
の
水

◉

▼
佐
久
間
心
夢（
宝
江
小
）

／
大
切
な
水

※
受
賞
作
品
は
、上
下
水
道
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
経
営
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊍
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

　

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊌

㊋

㊌

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
出
産

し
た
人

２
回（
産
後
２
週
間

頃
、産
後
１
カ
月
頃
）

出
産
後
の
心
と
体
の
健
康

状
態
の
確
認（
問
診
、体
重
・
血
圧

測
定
、尿
検
査
、こ
こ
ろ
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）１

回
＝
５
千
円

※
上
限
額
を
超
え
た
分
は
自
己
負

担
で
す

▼
令
和
３
年
４
月
以
降
に
妊
娠
届

を
提
出
す
る
人
＝
妊
娠
届
提
出
時

に
受
診
券
を
交
付
し
ま
す

▼
令
和
３
年
４
月
以
前
に
妊
娠
届

を
提
出
し
た
人
の
う
ち
❶
令
和
３

年
４
月
に
出
産
し
た
人
＝
出
生
届

出
時
に
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
❷

令
和
３
年
５
月
以
降
に
出
産
予
定

の
人
＝
４
月
末
に
受
診
券
を
送
付 ▶

　市では、「公共施設等総合管理計画」を平成28年12
月に策定し、公共施設の管理などに関する基本方針
を３つの視点（施設の長寿命化、資産保有の最適化、
財産の有効活用）から定めています。
　「公共施設等総合管理計画」に基づく行動計画に位
置付けた個別計画を令和３年１月に策定しました。
個別計画は、施設の種類ごとに全体の状況を把握し、
長期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命化など
を計画的に実施することで、公共施設などの最適な
配置を実現します。また、財政負担を軽減・平準化す
ることも目的にしています。

　市が所有する施設を、集会施設や文化施設など、22
の種類に分類し、施設ごとに今後の方向性、対策費
用、工事の実施時期などを定めました。
※各計画書は、市公式ホームページに掲載

　平成28年度から令和17年度までの20年間とし、５
年ごとに大規模な見直しをします。また、市の財政状
況や制度、社会情勢の変化などによって必要が生じ
た場合には、随時見直します。なお、この個別計画は、
20年間で延べ床面積を25％削減することを念頭にお
いて策定しているため、実際の建て替えや工事の実
施時期は、今後、個別に検討し、市民の理解を得なが
ら計画を進めていきます。

総務部総務課（財産係）
☎0220（22）2091

　

４
月
６
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日

間
、全
国
一
斉
に「
春
の
交
通
安
全

運
動
」が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、次
の
５
項
目
を
運
動
の

重
点
に
掲
げ
、運
動
期
間
中
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、各
地
区
の
街
頭

指
導
な
ど
、関
係
機
関
・
団
体
と
交

通
安
全
運
動
を
展
開
し
ま
す

❶
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保

❷
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

❸
歩
行
者
な
ど
の
保
護
を
始
め
と

す
る
安
全
運
転
意
識
の
向
上

❹
飲
酒
運
転
の
根
絶

❺
交
差
点
と
交
差
点
付
近
の
交
通

事
故
防
止

　

４
月
は
、新
入
学
児
童
が
交
通

事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。自
動
車
や
自
転
車
を
運

転
す
る
際
は
、子
ど
も
に
配
慮
し

た
運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、夜
間
、徒
歩
で
外
出
す
る
際

は
、反
射
材
を
身
に
付
け
、交
通
事

故
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
条
例
は
、自
転
車
の
安
全

利
用
を
促
し
て
事
故
を
防
ぎ
、県

民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
的
に

し
、自
転
車
損
害
賠
償
保
険
な
ど

へ
の
加
入
義
務
化
が
主
な
内
容
で

す
。自
転
車
も「
車
の
な
か
ま
」に

な
り
ま
す
。道
路
を
通
行
す
る
と

き
は「
車
」と
し
て
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、安
全
な
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

自
動
車
や
自
転
車
な
ど
を
運
転

す
る
と
き
は
、飲
酒
運
転
が
引
き

起
こ
す
事
故
の
重
大
性
を
十
分
に

認
識
し「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

❶
命（
死
亡
事
故
に
直
結
）

❷
家
族（
家
族
離
散
）

❸
仕
事（
会
社
か
ら
解
雇
）

❹
社
会
的
信
用（
マ
ス
コ
ミ
報
道
）

❺
免
許（
免
許
取
消
）

❻
お
金（
罰
金
や
遺
族
補
償
）

〜
飲
酒
運
転　

し
な
い

　
　
　

さ
せ
な
い　

許
さ
な
い
〜

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

し
ま
す

※
受
診
券
は
、協
力
医
療
機
関
で

使
用
で
き
ま
す

▼
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課（
地

域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
健
康
づ

く
り
係
）

　

昭
和
41
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
に
送

付
し
た
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

を
令
和
４
年
２
月
28
日
ま
で
延
長

し
ま
す
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
人

は
、再
発
行
し
ま
す
の
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い　

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　市図書館（室）で本を借りるには、利用者登録が必
要です。市内に在住・在勤・在学していれば誰でも登
録し、利用できます。利用者登録の際には、免許証な
ど本人確認ができるものを持参ください。一度登録
すると、市内すべての図書館（室）で、本を借りること
ができます。

１人10冊まで（各図書館（室）ごと）
貸し出し日の

翌日から14日間
※団体にも貸し出してい
ます。詳しくは問い合せ
ください

　除菌効果のある紫外線で本についたウイル
スや菌を除菌します。本を並べて入れ、ボタン
を押すだけで簡単に操作できます。貸し出しの
際に、利用ください。操作方法が分からない場
合は操作時に問い合わせください。
※利用は市図書館（室）の本に限ります
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Dream
Monthly Hot Communication

2019年12月11日生まれ
豊里町・仲町　直樹さんの次女

ちゃん（１歳、左）

妹思いの長女と、お姉ちゃんのことが
大好きな次女です。２人の笑顔が大好
き。いつまでも仲良し姉妹でいてね。

Young
Monthly Hot Communication

　156㌢でA型です。
　市内の保育園で保育補助として

働いています。保育の仕事は、あちこちで起
こるけんかを仲裁したり遊んでいる園児た
ちに広く注意を配ったり大変なこともあり
ますが、子どもたちが何かをできるように
なる瞬間に出会える素晴らしさがあります。
「見て見て」とか「みくちゃん大好き」と子ど
もたちがそばに来てくれるのがとても励み
になっています。

　おとなしい性格ですが、打ち
解けた人には自分を出せますね。友達からは
うるさいくらい元気だと言われることもあ
ります（笑）。

友達と買い物や温泉に行ったり、
めいやおいと遊びに出掛けたりすることが
多いですね。家にいるときは好きな韓国ドラ
マを見ています。

　メイクが好きで、よくネットで韓
国コスメをチェックしています。Ｋ‐POPも
好きで、韓国人グループのBTSの日本公演
は何度も見に行きました。

　一緒にいて気疲れしない
波長の合う人がいいですね。私がおっちょこ
ちょいなので、足りないところをカバーして
くれるとうれしいです。

　今の仕事に就いて
まだ１年目なので、もっと自信がついてきた
ら保育士の資格を取りたいです。旅行が好き
なので外国にも行ってみたいですね。

　騒がしくないのが
いいですね。ゆったりできて落ち着けるとこ
ろが好きです。

Monthly Hot Communication

Child

2018年10月18日生まれ
南方町・峯　伸司さんの長女
３人きょうだいの末っ子。とても元気
で、２人のお兄ちゃんが大好き。大き
くなったらすてきなレディになあれ。

優しい先生になりたい
　私には、将来小学校教諭になりたいとい
う夢があります。理由は、小学校１年生の時
に担任だった先生の黒板の前に立って丁寧
に授業をしてくださる姿が格好良かったか
らです。また、授業だけではなく、いつでも
私たちに優しく接してくださり、私もこう
いう先生になりたいと思いました。
　目標とする先生のようになるためには、
いろいろな科目の勉強を頑張ることはもち
ろんですが、今は日頃から相手の話をしっ
かり聞くということを意識し、実践してい
ます。これからは、憧れの先生を目指して、
どんなときでも積極的に行動することや自
分の考えを進んで発表するということを心
掛けていきたいと思います。
　私も、将来子どもたちの前に立って、分か
りやすく教えたり、いつでも優しく児童に
接したりすることができる先生になれるよ
うに、自分の考えを持って今できることを
精一杯頑張っていきたいです。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi2/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

ちゃん（２歳）

いつもにこにこ、元気いっぱいのそ
うちゃん。たくさん食べて大きくな
あれ。

くん（２歳）

2018年10月27日生まれ
南方町・新高石　秀明さんの三男
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仲
人
さ
ん
の
紹
介
で
お
見
合

い
だ
っ
た
ね
。

お
ど
な
し
そ
う
な
人
だ

な
っ
て
思
っ
た
よ
。

文
通
し
た
ん
だ
げ
っ
と
、こ

ん
な
に
き
れ
い
な
字
を
書
く
人
は
、

ど
ん
な
に
い
い
人
な
ん
だ
ろ
う
。

こ
の
人
な
ら
、温
か
い
味
噌
汁
が

食
べ
ら
れ
る
な
と
思
っ
た（
笑
）。

新
婚
旅
行
で
山
形
に

行
っ
た
時
、宿
か
ら
馬
そ
り
が
迎

え
に
来
た
の
。大
雪
で
欄
干
か
ら

１
㍍
く
ら
い
上
ま
で
雪
が
積
も
っ

て
い
て
、渡
る
の
が
と
っ
て
も
怖

が
っ
た
の
を
覚
え
で
る
よ
。

　　

「
ふ
る
さ
と
へ
の
胸
懐
」

　

私
は
旧
桜
場
小
学
校
の
近
く
、

今
は
廃
止
に
な
っ
た
、仙
北
鉄
道

登
米
線
上
沼
駅
の
す
ぐ
そ
ば
で
育

ち
ま
し
た
。小
学
校
に
入
る
ま
で

は
、よ
く
停
車
場
近
く
で
遊
ん
で

い
ま
し
た
。小
さ
い
頃
は
、駅
で
見

掛
け
る
高
校
に
通
う
お
姉
さ
ま
た

ち
に
憧
れ
、大
き
く
な
っ
た
ら
自

分
も
こ
こ
か
ら
電
車
で
通
う
事
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、１
９
６
８
年
３

月
に
仙
北
鉄
道
は
廃
止
。私
が
高

校
に
入
学
す
る
前
の
事
で
し
た
。

密
か
な
私
の
夢
は
消
え
て
し
ま
っ

た
の
で
し
た
。し
か
し
、後
で
分

か
っ
た
事
で
す
が
、バ
ス
通
学
で

あ
れ
ば
高
校
の
前
ま
で
行
っ
て
く

れ
る
の
で
、な
ん
と
も
便
利
で
し

た
。今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
に
入
学
し
て
初
め
て
の
授

Monthly Hot Communication

One's Home

二
人
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
通
っ
た
り
休

み
な
く
出
掛
け
て
る
ね
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
プ

レ
ー
の
内
容
を
話
し
た
り
、共
通

の
話
題
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
ね
。

お
互
い
に
そ
の
日
の
出

来
事
を
話
し
た
り
、裏
表
が
な
い

と
こ
ろ
。

二
人
で
ハ
ゼ
釣
り
に
行
き
た

い
ね
。い
つ
も
焼
き
干
し
し
て
、近

所
に
お
裾
分
け
し
て
る
ん
だ
よ
。

旅
行
も
好
き
だ
か
ら
、神
社
仏
閣

巡
り
に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
ね
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
一
緒
に
旅
行
へ

業
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。そ

れ
は
、古
語
で
書
か
れ
た
釈し

ゃ
く

迢ち
ょ
う

空く
う

（
折
口
信し

の

夫ぶ

）作
詞
の
校
歌
を
、古

文
の
授
業
で
教
わ
っ
た
事
で
す
。

「
ひ
ん
が
し
に
よ
き
国
あ
り
て　

北
上
の
遠
山
を　

朝
空
に
垣
と
せ

り　

心
す
ぐ
な
る
よ
き
人
の　

常

に
和
み
て
住
む
と
こ
ろ　

わ
れ
ら

清
し
く
行
き
交
い
て　

若
き
礼
譲

里
に
充
つ
」と
い
う
詞
で
す
。な
ん

と
素
晴
ら
し
い
詞
な
の
か
と
感
銘

を
受
け
、心
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
を
夫
に
話
す
と
、「
折
口
先

生
は
多
く
の
校
歌
を
作
詞
し
て
い

る
が
、君
の
学
校
の
校
歌
は
素
晴

ら
し
い
」と
褒
め
て
く
れ
た
事
が

あ
り
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、結
婚
式
の
時
、折

口
先
生
の
弟
子
の
弟
子
で
あ
る
夫

の
恩
師
が
、祝
辞
で「
葛
の
花
踏
み

し
だ
か
れ
て
色
あ
た
ら
し
こ
の
山

道
を
行
き
し
人
あ
り
」と
詠
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。後
日
、夫
に
意

味
を
解
い
て
も
ら
っ
た
事
が
昨
日

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
中
田
町
に
は
中
学
の

同
級
生
で
つ
く
る「
ア
カ
シ
ア
会
」

が
あ
り
、日
々
情
報
交
換
し
て
い

ま
す
。地
元
で
運
営
を
担
っ
て
い

た
だ
き
、同
級
生
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。次
は
古
希
祝
。今
か
ら
皆

に
会
う
の
が
楽
し
み
で
す
。い
つ

ま
で
た
っ
て
も
、ふ
る
さ
と
は
心

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で

す
ね
。

　

今
月
は
、産
地
直
売
所「
い
し
こ

し
大
好
き
」の
佐
藤
律り

つ

子こ

店
主
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
直
売
所
と
し
て
、新
鮮

な
野
菜
や
山
菜
、手
作
り
の
総
菜

な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
店
内
は
、

団
ら
ん
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
、20
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
や
っ
ぱ
り

山
菜
が
お
す
す
め
で
す
。地
物
の

ウ
ド
は
ほ
ん
の
り
と
し
た
苦
み
と

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
歯
触
り
で
、

酢
味
噌
あ
え
や
天
ぷ
ら
に
す
る
と

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

餅
も
フ
ァ
ン
の
多
い
商
品
で

す
。定
番
の
納
豆
や
あ
ん
こ
餅
の

他
、エ
ビ
、ク
ル
ミ
、草
餅
な
ど
旬

の
食
材
を
使
用
し
、そ
の
季
節
を

味
わ
え
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
用
意
し
て
い
ま

す
。上
棟
式
用
の
餅
や
祝
餅
な
ど

も
販
売
し
て
お
り
、も
ち
米
の
持

ち
込
み
に
も
対
応
し
ま
す
。店
内

で
手
作
り
し
て
い
る
お
弁
当
は
、

旬
の
食
材
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い

て
栄
養
満
点
。配
達
も
し
て
い
ま

す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

産
地
直
売
所「
い

し
こ
し
大
好
き
」

☎
０
２
２
８（
３
４
）３
６
２
３

●
５
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、３
月
31
日（
水
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

産
業
高
校
前
」所
要
時
間
を
15
分

か
ら
17
分
に
変
更
／
１
便
＝
始
発

を
７
分
早
め
、午
前
６
時
55
分
発

に
変
更
／
２
便
＝
始
発
を
７
分
早

め
、午
前
５
時
50
分
発
に
変
更
、

「
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
佐
沼
営
業
所
」―

「
登
米
市
役
所
」所
要
時
間
を
２
分

か
ら
１
分
に
変
更
、「
津
島
神
社

前
」―「
一
市
」所
要
時
間
を
１
分

か
ら
０
分
に
変
更
／
５
便
＝
始
発

を
５
分
遅
ら
せ
、午
後
１
時
55
分

発
に
変
更

■４
便
＝
始
発
を
10
分
早
め
、午
前

７
時
40
分
発
に
変
更
／
10
便
＝
始

発
を
10
分
早
め
、午
後
４
時
６
分

発
に
変
更

■１
・
６
・
８
・
10
便
＝「
ミ
ヤ
コ
ー
バ

ス
佐
沼
営
業
所
」―「
登
米
総
合
産

業
高
校
前
」所
要
時
間
を
15
分
か

ら
17
分
に
変
更

■８
・
12
便
＝「
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
佐
沼

営
業
所
」―「
登
米
総
合
産
業
高
校

前
」所
要
時
間
を
15
分
か
ら
17
分

に
変
更

■全
便
＝
全
体
的
に
所
要
時
間
を
変

更
し
、所
要
時
間
を
79
分
か
ら
74

分
に
短
縮

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

改
正
後
の
運
行
ダ
イ
ヤ
は
、毎

戸
に
配
布
す
る「
登
米
市
市
民
バ

ス
運
行
時
刻
表
」を
確
認
く
だ
さ

い
。

■１
便
＝
始
発
を
10
分
遅
ら
せ
、午

前
９
時
20
分
発
に
変
更
／
３
便
＝

始
発
を
20
分
遅
ら
せ
、午
後
２
時

５
分
発
に
変
更

■５
便
＝
始
発
を
13
分
遅
ら
せ
、午

後
５
時
15
分
発
に
変
更

■全
便
＝「
加
賀
野
」―「
駒
牽
」所
要

時
間
を
１
分
か
ら
２
分
へ
変
更

■全
便
＝「
加
賀
野
」―「
駒
牽
」所
要

時
間
を
１
分
か
ら
２
分
へ
変
更
／

９
便
＝
始
発
を
10
分
遅
ら
せ
、午

後
５
時
50
分
発
に
変
更

■１
・
４
・
６
・
８
便
＝「
ミ
ヤ
コ
ー
バ

ス
佐
沼
営
業
所
」―
「
登
米
総
合

＝
２
０
０
円

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

　
「
登
米
市
結
婚
活
動
支
援
事
業
」

の
受
託
事
業
者
を
、公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
募
集
し
ま
す
。

❶
自
分
磨
き
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
❷
独
身
男
女
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
❸
結
婚
相
談
や

啓
発
活
動
の
実
施

▼
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
に
該
当
す
る
人

❶
大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和
４
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
❷
人
事

院
が
❶
と
同
等
と
認
め
る
人

３
月
26
日

（
金
）午
前
９
時
〜
４
月
７
日（
水
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
６
日（
日
）

仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課（
試
験
研
修
係
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、Ｊ

Ｒ
在
来
線
の
運
行
ダ
イ
ヤ
変
更
や

乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、市
民
バ
ス
運
行
ダ
イ
ヤ
を
一

部
改
正
し
ま
す
。

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
❷
人
事
院
が
❶
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
た
人

▼
労
働
基
準
監
督
Ａ

（
法
文
系
）＝
約
１
９
５
人
▼
労
働

基
準
監
督
Ｂ（
理
工
系
）＝
約
50
人

３
月
26
日

（
金
）〜
４
月
７
日（
水
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
６
日（
日
）

 

宮
城
労
働
局
総
務

部
総
務
課（
人
事
係
）

☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
３
３

　

本
展
で
は「
天
気
」を
テ
ー
マ

に
、浮
世
絵
に
描
か
れ
た「
晴
・
雨
・

雪
・
霧
・
風
・
雲
・
月
」な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な「
空
も
よ
う
」を
楽
し
め

ま
す
。

　

登
米
町
の
旧
家
所
蔵「
広
重
筆

保
永
堂
版
東
海
道
五
十
三
駅
画
集

（
古
法
純
手
摺
木
版
）」を
中
心
と

し
た
初
ず
り
の
版
画
を
基
に
、昭

和
30
年
代
に
複
製
さ
れ
た
資
料
を

紹
介
し
ま
す
。３

月
19
日（
金
）〜
６

月
13
日（
日
）

登
米
懐
古
館

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分

大
人
＝
４
０
０
円
、高

校
生
＝
３
０
０
円
、小
・
中
学
校

契
約
締
結
日
〜

令
和
４
年
３
月
25
日

市
内
に
本
社
ま
た
は

事
業
所
が
あ
り
、委
託
業
務
を
効

率
的
に
実
施
で
き
る
民
間
企
業
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

提
出
さ
れ
た
企
画
提

案
書
に
よ
り
、審
査
委
員
会
で
受

託
事
業
者
を
決
定
し
ま
す４

月
14
日

（
水
）午
後
５
時公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
関
す
る
経
費
な
ど
は
、応
募

者
負
担
で
す

※
業
務
に
関
す
る
仕
様
書
や
応
募

要
件
、企
画
提
案
書
な
ど
、詳
し
く

は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
いま

ち
づ

く
り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課（
ふ
る
さ
と
定
住

係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

死tom
e-life@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

◉
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）

３
月
26
日

（
金
）午
前
９
時
〜
４
月
５
日（
月
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
月
25
日（
日
）

◉
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

４
月
２
日

（
金
）午
前
９
時
〜
４
月
14
日（
水
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
13
日（
日
）

人
事
院
東
北
事
務

局
第
二
課（
試
験
係
）

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

　

労
働
基
準
監
督
官
は
、労
働
基

準
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
、あ
ら

ゆ
る
事
業
場
に
立
ち
入
り
、事
業

主
に
法
で
定
め
る
基
準
を
順
守
さ

せ
、労
働
条
件
の
確
保
・
向
上
、労

働
者
の
安
全
や
健
康
の
確
保
を
す

る
厚
生
労
働
省
の
専
門
職
員
で

す
。

　

ま
た
、労
働
災
害
に
遭
っ
た
人

へ
の
労
災
補
償
の
業
務
も
担
い
ま

す
。

▼
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
に
該
当
す
る
人

❶
大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和
４
年

☎
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可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
は
、

「
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
」

が
実
施
し
ま
す
。テ
レ
ビ
受
信
へ

の
影
響
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
世
帯
へ
は
、試
験
前
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
す
。ま
た
、対
策
が
必

要
な
可
能
性
が
高
い
世
帯
に
は
、

工
事
作
業
者
が
直
接
家
庭
を
訪
問

し
ま
す
。対
策
費
用
は
全
て
同
協

会
が
負
担
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

に
対
す
る
費
用
請
求
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

策
を
装
っ
た
詐
欺
行
為
や
悪
徳
商

法
な
ど
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
年
中
無
休
／
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２

☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０

　

令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
、地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
、地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。申
し
込
む

際
は
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
❶
〜
❹
全
て
の

要
件
に
該
当
す
る
団
体
❶
市
内
に

活
動
の
拠
点
が
あ
る
❷
構
成
員
が

５
人
以
上
❸
運
営
や
組
織
に
関
す

合
が
あ
り
ま
す
。令
和
５
年
度
以

降
の
事
業
は
補
助
金
額
な
ど
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

　

飼
い
主
に
は
、犬
の
登
録
、年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、鑑か

ん

札さ
つ

と

注
射
済
票
を
犬
に
装
着
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
は
、

会
場
で
登
録
手
続
き
の
上
、注
射

し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
５
日（
月
）〜
５
月
13

日（
木
）

１
匹
３
千
円

１
匹
３
１
５
０
円

※
詳
細
は
、毎
戸
に
配
布
す
る「
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い
て
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　
「
令
和
３
年
度
固
定
資
産
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」が
、次
の
通
り
縦
覧

で
き
ま
す
。縦
覧
制
度
は
、納
税
者

が
所
有
す
る
固
定
資
産
の
価
格
が

適
正
か
判
断
す
る
た
め
に
、土
地

や
家
屋
の
価
格
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。４

月
１
日（
木
）〜
５
月
31

日（
月
）（
土
日
、祝
日
を
除
く
）／

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

各
総
合
支
所
市
民
課（
迫

町
の
み
総
務
部
税
務
課
）

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）納
税
者

※
代
理
人
の
場
合
は
、委
任
状
が

必
要
で
す

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
集
会

施
設
の
建
設
や
改
修
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。❶

集
会
施
設
の
建

設
、購
入
❷
集
会
施
設
の
修
繕
、模

様
替
え（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含

む
）、増
築

補
助

率
２
分
の
１
以
内
で
❶
新
築
＝

１
千
万
円
❷
修
繕
、模
様
替
え
な

ど
＝
２
５
０
万
円❶

門
、柵
、植
樹
な

ど
の
附
帯
工
事
、購
入
費
❷
用
地

の
取
得
費
❸
既
存
の
建
物
の
解
体

費
❹
備
品
費
な
ど

11
月
１
日（
月
）

※
事
前
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、対
象

経
費
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。要
望
金
額
の
合
計
が
予
算

額
を
超
え
た
場
合
、優
先
基
準
に

基
づ
き
補
助
団
体
を
決
定
す
る
場

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊐

◉

☎

㊎

㊌

◉

☎

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

総
務
省
に
よ
る
７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ

帯
の
周
波
数
再
編
に
よ
り
、こ
れ

ま
で
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
が

使
用
し
て
い
た
周
波
数
は
、携
帯

電
話
の
電
波
が
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。基
地
局
開
設
に
伴
い
、

４
月
15
日（
木
）か
ら
試
験
電
波
が

発
射
さ
れ
、市
内
の
一
部
地
域
で

受
信
障
害
が
発
生
し
、テ
レ
ビ
放

送
が
正
常
に
視
聴
で
き
な
く
な
る

❶
❷
❸

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人

で
、令
和
３
年
度
も
在
学
予
定
の

人
に
は
、４
月
上
旬
に
は
が
き
で

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
し
、引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け

る
場
合
は
、在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
の
写
し
を
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、学
生
納
付
特
例
制
度
の

利
用
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、年

金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

る
規
約
ま
た
は
会
則
を
定
め
て
い

る
❹
政
治
活
動
、宗
教
活
動
ま
た

は
営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い

単
年
度
。た
だ
し
、事

業
の
性
質
上
、実
施
期
間
が
複
数

年
度
に
わ
た
る
場
合
は
、２
年
を

限
度
と
し
ま
す

補
助
率
２
分
の
１

以
内
で
、50
万
円
を
上
限
に
補
助
。

た
だ
し
、事
業
期
間
が
複
数
年
度

に
わ
た
る
場
合
、２
年
目
は
３
分

の
１
以
内

９
月
30
日（
木
）ま

ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

、

☎

下田中53番地8
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▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
に
、正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
る
妊
婦
対
象
の
教
室
を
毎

月
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
３
コ
ー
ス
で
１
セ
ッ
ト
で
す

が
、１
コ
ー
ス
の
み
の
受
講
も
可

能
で
す

宮
城
県
保

険
医
協
会

☎
０
２
２（
２
６
５
）１
６
６
７

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

◉

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

宮
城
県
保
険
医
協
会
で
は
、口

腔
内
の
健
康
や
歯
科
医
療
の
正
し

い
知
識
を
広
げ
る
た
め
、歯
科
健

康
テ
レ
ホ
ン
相
談「
よ
い
歯
デ
ー
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
月
19
日（
月
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

※
相
談
後
、３
日
以
内
に
歯
科
医

師
が
直
接
回
答
し
ま
す

分
手
数
料
免
除
申
請
書
」に
被
害

状
況
の
写
真
な
ど
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

許
可
を
受
け
た
申
請
書
を
持
参

し
、市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
３

月
31
日（
水
）ま
で
自
己
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

平
日
午
前
８
時
30
分

〜
11
時
50
分
、午
後
１
時
〜
４
時

市
民
生
活
部
環
境

課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

令
和
３
年
度
か
ら
警
察
官
採
用

試
験
の
受
験
年
齢
上
限
を
33
歳
か

ら
35
歳
に
引
き
上
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、警
察
署
で
配
布
し

て
い
る
採
用
試
験
案
内
を
確
認
く

だ
さ
い

▼
宮
城
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務

課（
採
用
係
）

☎
０
１
２
０（
２
０
４
）６
０
６
０

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

母
子
手
帳
、筆
記
用
具

◉

市
内
在
住
の
、妊
婦
か
ら

乳
児
期
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

※
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
40
分
〜
）

迫
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

親
子
手
帳
、筆
記
用
具

❶
気
に
な
る
こ
と
、自
分

の
気
持
ち
な
ど
の
語
り
合
い
❷
親

子
の
触
れ
合
い
❸
専
門
ス
タ
ッ
フ

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。心
配
な
こ
と
、不
安
な
こ

と
を
相
談
く
だ
さ
い
。助
産
師
が

個
別
に
対
応
し
ま
す
。

４
月
20
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分

　

市
で
は
、農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
見
直
し
の
た
め
、農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
変
更（
農
振
除

外
な
ど
）の
申
出
受
付
を
停
止
し

て
い
ま
し
た
が
、４
月
か
ら
再
開

し
ま
す
。受
け
付
け
の
締
め
切
り

は
、年
４
回（
６
月
、９
月
、12
月
、

３
月
末
）で
す
。

　

農
振
農
用
地
に
指
定
さ
れ
て
い

る
農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
、農
業

用
施
設
用
地
な
ど
に
利
用
す
る
場

合
は
、農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外

ま
た
は
用
途
変
更
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

※
希
望
の
申
し
出
内
容
に
添
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、事
前

に
相
談
く
だ
さ
い産

業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

市
で
は
、平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
事

故
を
受
け
、風
評
被
害
防
止
と
農

業
者
が
安
心
し
て
農
産
物
を
生
産

で
き
る
よ
う
、食
品
放
射
能
簡
易

測
定
器
を
産
直
な
か
だ
愛
菜
館
に

設
置
し
、希
望
者
が
持
ち
込
む
農

産
物
を
測
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

農
畜
産
物
は
、県
で
定
期
的
に

放
射
能
を
測
定
し
て
い
る
こ
と

と
、震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
農

畜
産
物
の
放
射
能
濃
度
も
低
く
推

移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、３
月
末

で
産
直
な
か
だ
愛
菜
館
で
の
放
射

能
測
定
を
終
了
し
ま
す
。

　

自
宅
の
菜
園
や
山
で
採
取
し
た

も
の
な
ど
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物

質
が
気
に
な
る
場
合
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。産

業
経
済
部
農
政

課（
農
産
園
芸
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

　

２
月
13
日
の
福
島
県
沖
地
震
で

発
生
し
た
災
害
ご
み
を
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。各
総
合
支
所
窓
口
で「
ご
み
処

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和３年２月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,574 9,672 10,201 19,873 （▲11）

登米 1,774 2,242 2,408 4,650 （▲5）

東和 2,297 2,943 3,023 5,966 （▲25）

中田 5,233 7,608 7,880 15,488 （▲8）

豊里 2,127 3,139 3,192 6,331 （▲3）

米山 2,835 4,365 4,442 8,807 （▲10）

石越 1,547 2,295 2,308 4,603 （▲17）

南方 2,738 4,101 4,271 8,372 （1）

津山 1,132 1,503 1,619 3,122 （▲8）

合計 27,257 37,868 39,344 77,212 （▲86）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

４月６日から15日までの10日間、「令和３年春の交通安全
県民総ぐるみ運動」を実施します。

（令和３年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ３ Ｒ２ 増減数

人身事故
発生件数 18件 34件 ▲16件

死者数 0人 1人 ▲1人

負傷者数 21人 42人 ▲21人

物損事故
発生件数 327件 194件 133件

※Ｒ３年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

㊋

㊋

㊋

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

４
月
23
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

無
料（
要
電
話
予
約
）

開か
い

発ほ
つ

健け
ん

次じ

（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

㊍

㊍

㊍

㊋

㊋

㊋



編

集

後

記

▼
２
月
13
日
、福
島
県
沖
を
震

源
と
す
る
大
き
な
地
震
が
発
生

し
、気
象
庁
は「
東
日
本
大
震
災

の
余
震
」と
発
表
。東
日
本
大
震

災
か
ら
10
年
経
ち
ま
し
た
が
、

災
害
は
い
つ
で
も
起
こ
る
も
の

と
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。災
害
時
の
情
報

収
集
は
大
切
で
す
。市
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
小
野
寺
）

▼
と
き
め
き
人
を
取
材
。自
分

が
子
ど
も
の
頃
は
、全
身
泥
だ

ら
け
に
な
っ
て
野
山
を
駆
け

回
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、今

自
分
の
娘
た
ち
に
は
そ
の
楽
し

さ
を
教
え
る
こ
と
が
出
来
て
い

ま
せ
ん
。口
で
自
然
の
あ
り
が

た
さ
を
説
く
よ
り
も
、実
際
に

感
じ
る
こ
と
で
自
ら
が
気
付

く
。大
切
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
佐
々
木
）

▼「
広
報
と
め
Ｔ
ｏ
Ｍ
ｅ
」が
９

年
連
続
で
宮
城
県
の
代
表
に
選

ば
れ
、全
国
に
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。広
報
紙
作
り
で
毎
回
感
じ

る
こ
と
は
、取
材
に
協
力
し
て

く
れ
る
皆
さ
ん
の
温
か
さ
。こ

れ
か
ら
も
そ
の
優
し
さ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
広
報
紙
を
目
指

し
て
編
集
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
三
浦
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「子どもたちの伸び伸びしている様子や生き生
きした表情を見られるのがいいですね」とほほ笑
むとめ市里山ようちえんの佐藤さん。年間５～６
回、20人で生き物観察や野外炊飯などをしなが
ら、親子で自然の中を散策する「お散歩会」を企画
している。
　活動を始めたきっかけは８年前、市外で催され
た自然体験に親子で参加し、登米市の自然環境が
持つ魅力を再認識したこと。自分も自然や里山文
化に触れ、自然と人の共生・共存の方法を親子で一
緒に考えられる場を作りたいと、６年前に自身や
知人の子どもたちと野外活動を始めた。
　「各地で里山が荒廃し、罪のない動物たちが今で
は害獣と呼ばれています。登米市も例外ではあり

ません」と話す佐藤さんは「庭の仕事も同じ、近年
の高齢化や代替わりによって管理が難しくなって
きている庭が多いです」と続ける。そういう中で
庭師の仕事は、その家の庭を時代の変化に合わせ
ながら持続していくこと。「環境の分野には、サス
ティナブルという持続可能な自然環境の利用と保
全の考え方があります」。イベントでは、子どもた
ちが五感を刺激するコースで嬉しそうに遊び回
る。大人たちも、子どもと一緒に自然と触れ合い楽
しそうな良い顔をしている。
　佐藤さんは「市民がもっと自然に目を向けるよ
うになるとうれしい。どこまでできるか分かりま
せんが、地域の自然環境が持続出来るよう、その一
翼を担いたい」と里山をまっすぐに見つめる。

Profi le

必要なものは手作りで準備。刃
物の扱い方も指導します。
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